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自己紹介

• 株式会社自動処理　代表取締役

• オープンビジネスソフトウェア協会　副会長

• ITコンサルタント

• 略歴
中堅SIにてERPパッケージの開発 → ヘッドハン
ティング会社で情報シス部門の立ち上げ → 上記
2社を創業





何をする団体?

• オープンソースソフトウェアの
ビジネス分野での普及が目的

• 現在のところ主に公官庁とお仕事。

• 中小企業が協力して開発・受注

一般社団法人オープンビジネスソフトウェア協会



もともとは...

• SugarCRMの開発者とユー
ザのコミュニティ

• 勉強会を開催する中で
有志が集結

一般社団法人オープンビジネスソフトウェア協会



最近の事例

• アイディアボックス シリーズ
経済産業省・休暇分散化・地方自治体ほか

• オープンガバメントラボ
IdeaBox / DataBox / Wiki / がばったー

• 行政刷新会議 shiwake.go.jp

一般社団法人オープンビジネスソフトウェア協会プロマネとして参加
プロマネとして参加



オープンガバメントとは

今、注目されている
今、注目されている



オープンガバメント
—開かれた政府—

● 世界各国で、インターネットの双方向性等を活
用することで、積極的な政府情報の公開や行
政への市民参加を促進する施策

● アメリカではオバマ大統領が実施し、トレンド
が世界に拡大

➔ 就任直後に出した『オープンガバメント指令』
(transparency and opengovement)



オープンガバメント3原則

米オバマ大統領が就任直後の2009年2月21日に出した Transparency and Opengovement

市民参加
Participation

透明化
Transparency

協業
Collaboration



オープンガバメント3原則

米オバマ大統領が就任直後の2009年2月21日に出した Transparency and Opengovement

市民参加
Participation

国民自身に必要と思われる政策
を実施のため、考え、語り、政策
に関わっていく

● 国民･･･ニーズを伝える
政治参画の意識

● 行政･･･行政課題解決へ

● 政治家･･･ニーズをつかむ



オープンガバメント3原則

米オバマ大統領が就任直後の2009年2月21日に出した Transparency and Opengovement

透明化
Transparency

行政情報を出来る限り公開し、
官民の情報格差をなくす

● 国民･･･税金の使途をチェック

● 行政･･･不信感の払拭

● 政治家･･･政策立案の知見を



オープンガバメント3原則

米オバマ大統領が就任直後の2009年2月21日に出した Transparency and Opengovement

協業
Collaboration

省庁間、官民の垣根を越えて、
協力し事業にあたること

● 国民･･･ 多重投資の抑制
民間の事業機会

● 行政･･･ コスト削減



開かれた政府へ

市民参加
Participation

透明化
Transparency

協業
Collaboration

国が何をしてくれるかではなく、

国のために何ができるか考えよう
by ジョン・F・ケネディ

“
”



なぜ今、
オープンガバメントなのか?

● 社会の複雑化、多様化・高度化 
● 飽食の時代 : 個別事例へのフォーカスが求められる
● 多忙な業務の中 : 無意識のうちに市民感覚から乖離
● 政策決定に市民を巻き込む必要 : 相互に調整・バランス

● 非『成長・拡大』時代の行政

• 無駄使いの少ないスリムな行政 → 事業仕分けほか

• 様々な価値観、財源を振り分けは...?

• 優先順位・メリハリをつけて実施



オープンガバメントの動き

海外・日本での
海外・日本での



海外 — Open for Question から



新たな情報通信技術戦略
（平成22年5月11日）

● 国民本位の電子行政の実現
● 情報通信技術を活用した行政刷新と見える化
● オープンガバメント等の確立

● 具体的取り組み : 
タスクフォース設置、政府が率先してあたる

● 行政情報の公開・提供、市民参加等の推進
● 行政機関が保有する情報の活用

地方自治体へも
地方自治体へも



日本での取り組み

● 電子政府の総合窓口e-Gov[イーガブ] (全省庁)

● アイディアボックス （経産省）

● 休暇分散化アイディアボックス （観光庁・経産省）

● 政策創造エンジン 熟議カケアイ （文科省）

● 「国民の声」(旧ハトミミ) （内閣府）

● 事業仕分けの動画中継 （内閣府）



e-Gov
[イーガブ]

● 法令検索
● 行政手続情報案内
● パブリックコメント情報案内
● 各府省ホームページ検索
● 行政文書ファイル管理簿検索
● 個人情報ファイル簿検索
● 組織・制度の概要情報案内
● 政策提言に関する意見・要望



アイディアボックス

オープンガバメント

第➋弾

休暇分散化



熟議カケアイ ・ ハトミミ

ハトミミ → 国民の声
　　職員の声



動画配信の活用

Y o u T u b eチャンネル

首相官邸 / 内閣府行政刷新
総務省 / 法務省 / 外務省
文部科学省 / 厚生労働省
農林水産省 / 経済産業省
観光庁 / 環境省 / 防衛省

国家戦略室の動き

政府インターネットテレビ

事業仕分けラテ欄

USTREAM / ニコニコ動画 ほか
協力事業者がネットで生中継



ソーシャルメディア活用

がばったー : T w i t t e rまとめサイト



オープンソースで
オープンガバメントを実現!

OPEN!OPEN!



オープンソースの定義

• Open Source Initiative が定める10条項 (OSD)
• 再頒布の自由

• ソースコード

• 派生ソフトウェア

• 作者のソースコードの完全制

• 個人やグループに対する差別の禁止

• 利用する分野に対する差別の禁止

• ライセンスの分配

• 特定製品でのみ有効なライセンスの禁止

• 他のソフトウェアを制限するライセンスの禁止

• ライセンスは技術中立的でなければならない



「オープン」な「ソース」?

• 「オープン」

• (1) 開くこと。開店。開業。開場。

• (2) 主に外来語について「制限されていない」「屋外」

「公式でない」などの意味を表す。

• 「ソース」= ソースコード

• プログラムのもとと
なるもの。

公共財に近い
公共財に近いソフトウェア
ソフトウェア



納期が早い
● 無茶な納期の要望に答え
られるオープンソース 

● 明後日までにCMSシステム
作って・・・・は？ 

● ユーザーの出欠管理した
いんだよね。じゃ、グループ
ウェアとか入れます？・・・
は？ 

オープンソースだから
オープンソースだから!!



自由にカスタマイズできない

● 要件 → パッケージ検討 → 適合するもの確認 

● NGの場合 → パッケージ不採用   

● OKの場合 → パッケージの費用を確認

• 予算的にNGの場合 → パッケージ不採用 

• 予算的にOKの場合 → パッケージ採用 

既成ソフトウェアの場合

既成ソフトウェアの場合



自由にカスタマイズ

● 要件 → パッケージ検討 → 適合するもの確認 

● NGの場合 → ギャップの工数を確認 

• 予算的にNGの場合 → パッケージ不採用 

● 予算的にOKの場合 → パッケージ採用 

● OKの場合 → パッケージ採用

オープンソースだから
オープンソースだから!!



フロントエンド

オープンガバメントラボ事例の場合

バックエンド

S u g a rC R M

W o r d P r e s s独自実装M e d ia W ik i

組合せ自在
組合せ自在



品質コントロールが容易

● SugarCRMフレームワークを利用することで品質
コントロールが容易 

● SugarCRMに熟達したエンジニアを雇用 

● 開発の標準化が不要でロケットスタート可能

オープンソースだから
オープンソースだから!!

オープンガバメントラボ事例の場合



利用したOSS
● OS・・・CentOS 
● WEBサーバ・・・Apache 
● DBサーバ・・・MYSQL 
● 開発言語・・・PHP 
● クラウドインフラ用システム・・・KVM 
● バグトラッキングシステム(BTS)・・・radmine 
● ソフトウェア管理システム・・・SVN 
● ソフトウェア開発フレームワーク・・・SugarCRM 
● グループウェア・・・AIPO 
● CMS・・・WORPRESS 

オープンガバメントラボ事例の場合



苦労した点

● OSSの既存バグ

● ドキュメントがない。サポートはない。 

● 熟達エンジニアの確保

オープンソースだから
オープンソースだから!!

オープンガバメントラボ事例の場合



まとめ
オープンガバメント 

● 自分たちが住みやすい国を作るために何がで
きるか考え、手を携えて活動すること。 

オープンソースについて 

● 早いうまいを実現する最適な方法

行政システムにこそオープンソースを 

● 公共財であるソフトウエアを開発して
無駄のない投資を！



Thank you!



質疑応答
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